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���　４月３日（日）まで（毎週月・木曜日は休館日）※３月３日（木）は
開館/午前10時～午後４時（入館は午後３時30分まで）　���　大人
500円/小・中・高校生200円　�������	
　国指定重要文化財「ヨ
ドコウ迎賓館」<フランク・ロイド・ライト設計>（�38-1720  山手町３-10）
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���　４月10日（日）午前８時～受け付け/各スタート１時間前まで　����　芦
屋中央公園芝生広場～南芦屋浜特設コース※参加料の一部をユニセフに寄附　��
�����　�������	�（６歳以上）午前９時45分<1,000円>������
����（16～39歳）午前10時15分<3,500円>��������	
����（40歳以上）午前
11時15分<3,500円>��������	（16～39歳）午後０時15分<4,000円>⑤�����
��������（40歳以上）午後０時35分<4,000円>　������所定の申込書
（郵便局・公共施設に配置）で参加費を同封し（現金・郵便小為替・銀行振込の場合は振
込受領書）、芦屋国際ファンラン係（〒556－8663 大阪市浪速区湊町2-1-57サンスポマ
ラソンクラブ内）か、インターネット（http://www.sanspo－marathon.com）で　��
����ＡＴＭ・現金書留・郵便小為替は３月４日（金）まで

　六甲山初の本格的な自転車競技イベント「第１回六甲山ヒ
ルクライム・チャレンジin芦有」開催により、下記のとおり通
行止めとなります。
���　３月27日（日）午前４時～午後２時　���　奥池～有馬
<有馬ゲート/宝殿ゲート>完全通行止め・<芦屋ゲート>一部
を除き通行止め（奥池までの通行は可）
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�������	
������
�３月13日（日）13時30分～15時30分　�ル
ナ・ホール　�講演会　�仁科亜季子氏ほ
か　�託児300円<要予約>　�＆�国際ソ
ロプチミスト神戸東（�32-6232）

�������	
��
�３月13日（日）13時30分～　�富田砕花旧居
�500円　�＆�角野（�090-8825-1292）

�������	
���������
�３月14日（月）13時30分～15時30分　�
保健福祉センター　�介護家族　�あじ
さいの会（�32-7539・社会福祉協議会内）

��������	
�
�３月19日（土）13時～15時　�あしや市民活
動センター　�当事者の仲間作り　�200
円　�＆�きぼうの会・三浦（�・�34-0550）

�������	
������
�３月19日（土）９時30分～11時　�保健
福祉センター　�男性60歳・女性55歳以
上の独身のかた　�杉本（�22-6333）

�������	
�	�	����
�３月21日（月）①10時～17時 ②18時～20時
�ラポルテホール　�①美と健康の講演
会・体験会②玉田さかえシャンソンコン
サート　�②3,000円　�＆�芦屋市民ま
つり協議会（�35-0871）

��������	
��������
�３月24日（木）13時30分～16時　�シル
バー人材センター　�ライフプラン・マ
ネープランと成年後見人制度紹介　�
500円<要予約>　�＆�あしやＮＰＯセ
ンター（�26-6452）

�������	
���
�３月26日（土）９時30分～　�大原集会所
�知って得する相続　�20人<要予約>
�＆�相続相談センター（�0120-640-339）

�������	
�������	��
�３月26日（土）14時～16時　�芦屋女子
短期大学　�①長唄と解説②美しい名曲
�①日吉小三八氏②阪本朋子氏　�200人
�＆�芦屋女子短大事務室（�23-0663）

�������	
���
�３月26日（土）10時～　�六甲ボウル　�
知的障がい者（児）と家族・10組　�１人
1,000円　�３月７日（月）までに下記へ
�手をつなぐ育成会・山村（�38-4044）

�������	
�	������
�３月29日（火）〈雨天中止〉　�芦屋公園テ
ニスコート・芦屋シーサイドテニスコート
�＆�①17歳以下②15歳以下③13歳以下④
11歳以下の男女各シングルス、各32人　�
2,500円　�20日（日）までに郵送かファク
ス・持参で右記へ　�芦屋市テニス協会
（�22-3852/�22-7634/〒659-0053 松浜町4-4）

�������	
����
�４月６日（水）10時～16時　�健康麻雀
大会　�1,200円（昼食・賞品代含む）　�
48人　�＆�＆�西蔵集会所（�32-
0764）※水曜日以外の午前中

�������	
�������
�３月１日・８日・15日（火）10時～11時40
分　�体育館・青少年センター　�スト
レッチ・ヨガ・柔軟体操　�55歳以上の女
性　�中谷（�34-6786）

�������	
���
�３月２日・９日・16日・23日・30日（水）10
時～13時　�＆�ワークホームつつじ・
福田（�22-7044）

���������	
����
�３月３日・10日・17日（木）10時～11時40
分　�体育館・青少年センター　�スト
レッチ・ヨガ・リズム体操　�55歳以上の
女性　�藤本（�23-0432）

�������	
����
�３月５日（土）10時～14時　�市民セン
ター　�ブラジル料理　�2,300円（会員
1,800円）　�食器用フキン・エプロン
�＆�国際交流協会（�34-6340）

��������	
�����
�①３月５日・19日（土）13時～16時30分
②12日・26日（土）10時～12時　�図書館
�ヨッシーくらぶ・守上（�23-6854）

�������	
���
�３月６日～29日（９時～17時※最終日
15時まで）　�ＡＬＬあしや喜楽苑展
�＆�あしや喜楽苑（�34-9287）

�������	�
�３月６日（日）８時30分～　�阪急芦屋
川駅北→妙見口駅→妙見山→奥ノ院→妙
見口駅　�400円（交通費別）　�弁当・雨
具・水分　�＆�登山会・相塲（�32-0628）

�������	
��
�３月７日（月）10時～11時30分　�市民
センター 207室　�子育てアドバイザー・
金光千恵子氏　�＆�赤松（�34-2697）

�������	
��
�３月８日（火）14時30分～16時　�ゴ
シック建築　�アンドレ・アンジェイ氏
�700円（会員500円）　�40人（要予約）
�＆�＆�国際交流協会（�34-6340）

���������	
�
�３月８日・15日・29日（火）10時～11時30分
�図書館　�友達づくり　�０歳～未就園
児と保護者　�バルーン・津田（�32-2610）
　
�������	
��
�３月12日（土）14時～16時　�市民セン
ター 101室　�25人　�九条の会・片岡
（�090-7118-2312）

�������	
�
�①３月12日（土）13時～②３月11日～13日
�市民センター①音楽室②多目的ホール
�①ＹＯふれあいの集い②絵画・写真・手工
芸グループ展　�高年福祉課（�38-2044）
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Ｊ
Ｒ
線
が
芦
屋
川
を
く
ぐ
り
抜
け
る
場
所
に

は
、か
つ
て
レ
ン
ガ
で
築
か
れ
た
芦
屋
川
ト
ン

ネ
ル
が
あ
り
ま
し
た
。そ
し
て
、こ
の
辺
り
か
ら

三
条
南
町
の
踏
切
に
か
け
て
、線
路
北
側
の
切

り
通
し
の
斜
面
に
は
、こ
の
ト
ン
ネ
ル
が
解
体

さ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
レ
ン
ガ
が
、多
数
埋

め
込
ま
れ
て
い
ま
す（
写
真
・
①
）。

　

芦
屋
川
ト
ン
ネ
ル
は
、明
治
七
年（
一
八
七

四
）五
月
に
開
業
し
た
鉄
道（
現
在
の
Ｊ
Ｒ
東
海

道
本
線
）の
川
底
の
下
に
建
設
さ
れ
た
天
井
川

を
貫
く
ト
ン
ネ
ル
で
す（
写
真
・
②
）。

　

工
事
は
、明
治
四
年
五
月
か
ら
明
治
七
年
三

月
に
か
け
て
、二
年
十
カ
月
を
要
し
ま
し
た
。

　

外
国
人
に
よ
る
指
導
で
西
洋
の
技
術
が
数
多

く
導
入
さ
れ
ま
し
た
が
、当
時
の
日
本
に
は
レ

ン
ガ
を
製
造
す
る
知
識
や
技
術
は
ほ
と
ん
ど
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
。そ
こ
で
、明
治
三
年
十
一
月

に
は
、鉄
道
建
設
用
の
レ
ン
ガ
製
造
所
が
現
在

の
堺
市
に
設
け
ら
れ
、主
に
瓦
職
人
が
そ
の
技

術
を
応
用
し
て
レ
ン
ガ
の
製
造
に
当
た
り
ま
し

た
。こ
れ
と
は
別
に
、堺
の
瓦
職
人
で
あ
る
丹
治

利
右
衛
門
も
、阪
神
間
の
鉄
道
建
設
用
レ
ン
ガ

を
焼
い
て
い
ま
す
。

　

明
治
初
期
の
西
洋
技
術
の
導
入
に
は
、日
本

独
自
の
伝
統
的
技
術
が
生
か
さ
れ
る
機
会
が
多

く
あ
り
、初
期
の
レ
ン
ガ
の
製
造
に
は
、瓦
作
り

や
陶
器
作
り
の
職
人
達
が
貢
献
し
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
に
し
て
、高
度
な
土
木
技
術
に
よ

り
築
か
れ
た
芦
屋
川
ト
ン
ネ
ル
は
、外
国
人
か

ら
の
評
価
も
高
く
、明
治
九
年
に
イ
ギ
リ
ス
で

発
行
さ
れ
た『
イ
ラ
ス
ト
レ
イ
テ
ッ

ド
・
ロ
ン
ド
ン
・
ニ
ュ
ー
ス
』に
は
、

「
日
本
に
お
け
る
レ
ン
ガ
製
造
お
よ

び
組
み
立
て
工
事
の
中
で
最
も
優
れ

た
も
の
で
あ
る
」と
、挿
し
絵
を
用
い

て
紹
介
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

芦
屋
川
ト
ン
ネ
ル
は
、そ
の
後
、

複
々
線
化
工
事
に
伴
っ
て
大
正
九
年

（
一
九
二
〇
）ご
ろ
に
解
体
さ
れ
、現
在
の
芦
屋

川
跨
線
水
路
橋
に
改
築
さ
れ
ま
し
た
。そ
の
こ

ろ
に
撮
影
さ
れ
た
水
路
橋
の
写
真
に
は
、レ
ン

ガ
が
多
数
埋
め
込
ま
れ
た
斜
面
が
写
っ
て
お
り
、

こ
の
斜
面
が
芦
屋
川
ト
ン
ネ
ル
の
解
体
直
後
に

築
か
れ
た
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

　

芦
屋
川
ト
ン
ネ
ル
を
築
い
て
い
た
一
四
〇
年

前
の
レ
ン
ガ
か
ら
は
、在
り
し
日
の
芦
屋
川
ト

ン
ネ
ル
の
情
景
が
し
の
ば
れ
、当
時
の
芦
屋
の

人
々
が
直
面
し
た
文
明
開
化
に
、思
い
を
は
せ

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
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